
可
制
小
読
経
十
一

一
、
成
問
助
九
郎
.
央
村
五
兵
術
の

口
論

小
松
城
主
丹
羽
判
長
秀
の
臣
成
問
助
九
郎
は
、
後
忙
期
尾
山
城
守
へ
仕

へ
け
る
が
、
微
妙
公
の
御
招
陀
肱
じ
質
州
へ
来

p
.
二
千
石
を
似
て

馬
廻
組
た
り
。
瑞
能
公
と
丹
羽
川
氏
・
小
松
浅
井
畷
合
職
の
時
、
彼
方

に
て
武
功
多
か
り
け
る
放
に
、
或
時
微
妙
公
召
供
せ
ら
れ
‘
殿
場
の

桜
子
主
問
せ
ら
る

h
k
、
耐
附
針
如
流
に
し
て
俊
方
の
都
共
分
明
陀
告

げ
け
り
。
丹
羽
か
た
の
者
共
敗
走
の
地
陀
至
り
、
共
時
を
巾
し
涙
を

務
し
三
目
。
五
郎
左
衛
門
家
来
共
は
、
此
所
へ
場
を
替
申
候
と
告
た

り
け
り
。
公
御
附
あ
っ
て
侍
臣

Em亡
、
殊
民
感
締
し
給
ふ
と
也
。

或
時
助
九
郎
、
組
頭
大
橋
又
兵
衛
を
招
て
言
て
云
。
捌
者
昨
日
誕
の

所
に
て
奥
村
五
兵
衛
と
一
日
間
山
間
以
口
論
し
・
共
俄
難
止
候
故
、
五
兵

衛
方
へ
押
か
け
打
泉
し
候
は
ん
o

さ
れ
ど
も
訓
者
同
世
老
K
及
び
て
批

年
の
者
を
相
手
に
し
.
見
苦
し
き
休
K
成
候
は
ん
も
口
惜
く
存
じ

切
値
し
て
果
申
候
問
、
御
見
届
抑
制
候
と
の
趣
K
て
、
言
了
り
て
腐
を
回
訓

し
候
へ
ば
早
自
我
し
、
共
上
を
白
布
陀
て
繊
也
候
布

E
取
捨
て
.遂
に

自
殺
す
。
共
趣
叉
兵
衛
具
陀
言
上
し
、奥
村
も
自
殺
す
。
喧
嘩
雨
殺
の

御
大
法
に
候
故
・
此
郡
深
〈
隠
密
被
遊
、
抽
出
方
と
も
病
死
の
よ
し
披

露
い
た
し
・
皆
共
子
供
に
訟
知
得
被
下、

無
呉
路
相
勘
候
。
井
上
主的

O 

一
、
米
文
公
的
柑
獄

仰
ν
之
摘
商
・
銭
v
之
爾
堅
固
的
v
之
在
前
。
忽
然
在
ν
後
最
一
里
行
文
学

志
=
於
道
吋
城
=
於
徳
吋
依
ν
仁
.
遊
=
於
描
出4
是
-空
空
手

昨
昨
品
明

宿
表
具
惣
長
七
尺
五
寸
、
敏
二
尺
九
寸
飴
。

O 

昨
峠
裕
品
不
文
公
之
絞
.
印
刷
E

乎
淡
錦
之
上
一
非
vmu
庇
論
a
位
法
-
者
之
所
a

以
貌
測
-
者
a
也
a

而
矧
趨
宋
以
下
。
拘
置
乎
臨
岱
絵
鉢
之
問
-
者
乎
。
知
恨

数
腕
恥
肌
篇
n
民
間
附
句
者
向
多
赴
慨
低
血
。
惟
故
抑
制
林
府
中
所
ν
磁
太
樹
帖
興
E

此
二
幅
↓
令
r人
一
見
起
e敬
。
質
問
疋
刷
物
也
此
餌
摘
=籍
於
魯
倫
↓
笠

明
仰

ν
不
ν
粉
a

合
抽
出
聯
珠
-
務

d

陪
凶
器
知
恨
些
「
子
奇
跡
堂
↓

布
は
写
保
七
年
四
月
、
間
番
滞
岡
源
太
夫
よ
り
入
御
覧
被
巾
候
。
御

用
に
無
之
官
に
て
被
返
下
候
。
余
諮
。
腐
探
知
拙
酬
と
い

ふ
も
の
、
何

も
の
た
る
都
を
し
ら
歩
。
恐
ら
く
は
文
公
の
真
跡
緋
ふ
る
に
不
足
。

一
、
さ
く
り
久
し
く
不
止
と
き

さ
く
り
久
し
〈
不
止
に
、
飽
限
肉
の
皮
を
焚
て
同
日
ば
、
忽
ち
止
む
と

い
ふ
背中
、
前
回
帯
刀
般
物
詩
と
一
官
。
或
時
御
小
姓
荒
木
滞
太
夫
、
二

日
二
夜
さ
く
り
不
止
。
椀
千
鳥
右
の
訟
を
む
出
し
、
能
限
肉
皮
を
焚

て
か
ピ
せ
け
れ
ば
、
使
ち
止
と
也
。

て
中
風
症
の
妙
毅

中
風
の
症
に
て
口
斜
明
し
、手
足
偏
枯
に
は
、桑
の
根

E
煎
じ
飲
み
て

好
し
、
洗
ふ
も
よ
し
。
相慨は
、傍
へ
山川
候
根
は
功
一
品
し
。
立
根
を
別
て

熔
し
。
金
棒
陀
て
穏
者
刷
出
身
屋
凹
郎
兵
衛
と
い
ム
者
風
症
に
て
、
斜

鴨
侃
村
な
り
し
に
、
右
前
…
ゅ
に
て
ん
叫
本
す
。
共
時
節
弘
組
問
寺
の
位
持

も
、
同
様
に
風
症
を
忠
ふ
。
四
郎
兵
衛
に
倣
て
右
の
前
・
湯
を
周
ひ
・

不
自
に
復
本
す
と
い
ふ
。

2
3堅
持
問
問

一
、
末
森
役
の
佐
々
方
人
数

佐
b
k

成
政
、
末
森
に
人
数
い
だ
せ
し
は
こ
高
の
旨
、
微
妙
公
毎
児
被

向日
r
E町
o

f
f
 

一
、
白
山
評
論
の
節
微
妙
公
の
回
出

白
山
野
論
の
後
、
微
妙
公
御
聞
被
遊
と
そ
の
ま
弘、

御
老
中
松
平
伊

豆
守
殿
迄
以
御
依
者
、
越
前
段
の
俄
い
ま
だ
年
少
陀
候
問
、
此
方
の

者
共
必
宇
何
事
も
構
不
申
桜
K
巾
付
也
候
皆
、
被
仰
逝
候
。
伊
豆
殿

始
め
然
遺
無
之
州
M
K
被
仰
合
位
候
。

一
、
渡
部
助
兵
衛
の
桜
並

可
回
小
設
巻
十

渡
部
勘
兵
術
m
刷
、
十
前
石
被
下
候
者
御
家
へ
参
皮
旨
中
越
候
庇
.
如

何
桜
十
高
石
と
ら
せ
候
て
も
.
夫
程
の
山
闘
は
可
仕
候
。
損
の
ゆ
か
ぬ

務
公
人
と
被
仰
候。

一
、
高
徳
公
の
開
法

尚
徳
公
御
訟
に
司
敵
弓
を
以
て
限
り
候
時
、
此
方
品
加
を
以
て
山川
合
候

は
ど
、
何
時
も
共
敵
の
右
の
方
へ

・
不
闘
山
間
か
L

る
も
の
也
。
左
へ

か
L
り
候
へ
ば
、
抑
開
乎
負
も
の
也
と
、
毎
陀
被
仰
候
。

て
微
妙
公
.
指
物
屋
街
左
衛
門
へ
生
郎
容
を
賜
る

微
妙
公
御
校
図
の
時
、
京
都
臓
人
指
物
底
抗
川
左
衛
門
と
い
ふ
も
の
、

御
夜
詰
罷
出、

毎
々
御
伽
仕
候
。
久
敷
逗
留
い
た
し
、
御
暇
巾
上
罷

飾
候
節
、
出
川
左
術
門
へ
何
ぞ
可
被
下
候
へ
ど
も
、
折
節
何
も
御
有
合

不
被
成
候
。
凡
L
E被
下
候
問
、
於
京
都
み
せ
も
の
可
仕
と
て、

生
腕

容
一
つ
被
下
候
。
約
左
衛
門
縫
候
て
.
天
下
に
稀
成
物
奔
領
、
近
頃
恭

儀
氏
御
座
候
。
於
四
保
河
原
見
物
震
設
候
は
ピ
、
京
中
の
奇
削
叫
に
も

罷
成
、
都
民
よ
り
堂
上
へ
も
相
聞
え
、
抑
制
左
衛
門
一
生
涯
の
ま
う
け

に
可
能
成
と
て
御
砲
申
上
‘
人
足
七
八
人
も
か
け
、
大
事
陀
仕
能
師

候
。
然
出
胸
中
河
内
谷
川
に
て
餌
飼
の
時
分
、
取
放
ち
巾
候
。
百
姓
七
・

八
十
人
岡
山
ひ
、
様
々
位
候
へ
ど
も
、
絡
に
揃
へ
不
申
候
。
二
三
日
も

一




